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秋
田
大
学
の
学
長
に
就
任
い

た
し
ま
し
た
。「
重
責
」に
身
の

引
き
締
ま
る
思
い
で
、
毎
日
を
過

ご
し
て
い
ま
す
。
大
学
の
在
り
方

が
真
に
問
わ
れ
て
い
る
今
、「
大
学

は
ど
う
あ
る
べ
き
な
の
か
」「
大

学
を
ど
の
よ
う
に
育
て
て
い
け
ば

い
い
の
か
」と
、
自
問
自
答
は
尽

き
ま
せ
ん
。
際
限
の
な
い
、
終
着

点
の
な
い
問
い
か
け
で
あ
り
、
挑

戦
な
の
で
し
ょ
う
。

　

様
々
な
問
題
に
直
面
し
た
平

成
27
年
度
は
、
そ
れ
に
伴
う「
評

価
」も
手
厳
し
い
も
の
で
あ
り
ま

し
た
。
教
職
員
一同
は
謙
虚
さ
と

力
強
さ
を
併
せ
持
ち
、負
の
連
鎖

か
ら
の
脱
却
を
強
く
心
掛
け
ね

ば
な
り
ま
せ
ん
。基
本
姿
勢
と
し

て
、
秋
田
大
学
で
は
ま
ず「
学
生

第
一」で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
全
て

の
教
職
員
が
再
確
認
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
教
育
・
研
究
活
動

は
全
て
、こ
の
基
本
姿
勢
か
ら
展

開
す
べ
き
と
考
え
て
い
ま
す
。
社

会
が
認
め
、
称
賛
し
て
く
れ
る
、

次
代
を
担
う
学
生
た
ち
を
育
て

て
い
く
こ
と
が
、
大
学
本
来
の
使

命
で
す
。
人
材
育
成
を
通
じ
て

地
域
に
貢
献
し
、世
界
に
通
じ
る

大
学
と
な
る
こ
と
を
目
指
さ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

皆
様
も
ご
存
知
の
よ
う
に
、
秋

田
大
学
は
平
成
26
年
度
の
組
織

改
革
に
よ
っ
て
、
国
際
資
源
学
部
、

教
育
文
化
学
部
、医
学
部
、理
工

学
部
の
4
学
部
体
制
と
な
り
ま

し
た
。
そ
し
て
平
成
28
年
度
か

ら
は
、
大
学
院
を
国
際
資
源
学

研
究
科
、教
育
学
研
究
科
、医
学

系
研
究
科
、
理
工
学
研
究
科
の

4
研
究
科
体
制
と
し
、
総
合
的

な
教
育
・
研
究
体
制
が
強
化
さ
れ

て
い
ま
す
。
優
秀
な
卒
業
生
を

社
会
へ
、
そ
し
て
優
れ
た
研
究
を

社
会
へ
還
元
す
る
、
そ
の
環
境
づ

く
り
に
全
力
で
臨
も
う
と
思
って

お
り
ま
す
。 

　

文
部
科
学
省
は
、
運
営
費
交

付
金
改
革
に
お
い
て
も
、
国
立
大

学
法
人
を（
１
）世
界
最
高
の
教

育
研
究
拠
点
を
目
指
す
大
学
群

（
２
）全
国
的
な
教
育
研
究
拠

点
を
目
指
す
大
学
群（
３
）地
域

活
性
化
の
中
核
的
拠
点
を
目
指

す
大
学
群
の
３
群
に
分
け
、
そ

れ
ぞ
れ
の
目
的
に
沿
っ
て
そ
の
成

果
を
評
価
す
る
と
い
う
方
針
を

打
ち
出
し
ま
し
た
。秋
田
大
学
は

（
３
）の
地
域
活
性
化
の
中
核
的

拠
点
を
目
指
す
大
学
群
に
区
分

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
国
立
大
学

を
取
り
巻
く
厳
し
い
財
政
状
況

の
中
で
、
本
学
が
存
在
感
を
保
っ

て
い
く
た
め
に
も
、
文
字
ど
お
り

地
域
活
性
化
の
中
核
的
拠
点
と

な
る
よ
う
、
我
々
も
教
職
員
の
意

識
改
革
を
伴
う
自
己
改
革
を
進

め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
本

学
が
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
強
み

を
も
う
一
度
見
直
し
、
そ
れ
を
新

た
な
目
標
に
沿
っ
た
形
で
ブ
ラ
ッ

シ
ュア
ッ
プ
し
て
い
く
こ
と
が
不
可

欠
で
す
。

　

教
育
文
化
学
部
に
お
い
て
は
、

学
力
日
本
一を
支
え
る
教
員
の
養

成
と
い
う
実
績
。
国
際
資
源
学

部
、
理
工
学
部
に
お
い
て
は
、
鉱

山
専
門
学
校
に
始
ま
り
工
学
資

源
学
部
で
発
展
さ
せ
て
き
た
、世

界
に
誇
れ
る
研
究
成
果
と
人
材

の
育
成
。
医
学
部
に
お
い
て
は
、

世
界
に
発
信
で
き
る
教
育
研
究

の
成
果
と
地
域
医
療
へ
の
貢
献

な
ど
。
各
学
部
・
研
究
科
の
輝
か

し
い
実
績
を
軸
に
果
実
を
生
み

出
し
、
よ
り
積
極
的
に
地
域
活

性
化
へ
と
結
び
つ
け
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
秋
田
に
ふ
さ
わ
し
い「
地

（
知
）の
拠
点
」と
し
て
の
大
学

形
成
に
、
邁
進
す
べ
き
時
が
ま
さ

に
今
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

私
自
身
は
こ
れ
ま
で
の
40
年

余
を
、
心
臓
血
管
外
科
の
分
野

に
向
き
合
っ
て
お
り
ま
し
た
。
同

じ
秋
田
大
学
を
ベ
ー
ス
に
し
な
が

ら
も
学
長
と
い
う
立
場
で
大
学

経
営
に
臨
む
こ
と
に
な
り
ま
し

た
が
、
医
学
部
時
代
と
少
な
か

ら
ず
共
通
し
た
点
が
あ
る
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
求
め
ら
れ
て
い
る

の
は
詳
細
な
デ
ー
タ
に
基
づ
く
評

価
、
そ
し
て
行
う
べ
き
時
に
は
正

確
で
迅
速
な「
手
術
」を
た
め
ら

わ
な
い
。「
術
後
」の
管
理
も
大

切
で
す
。
な
に
よ
り
も
重
要
な
の

は
、そ
こ（
秋
田
大
学
）に
関
わ
る

人
の
連
携
を
強
固
な
も
の
に
す

る
こ
と
で
す
。
在
学
生
、
卒
業
生
、

そ
の
ご
家
族
、
教
職
員
。
秋
田
大

学
は
大
き
な「
チ
ー
ム
」で
す
。皆

の
力
で
、
誇
れ
る
秋
田
大
学
を
育

て
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。
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介

　

総
務
担
当
を
引
き
継
ぐ
時
に
、

重
要
な
業
務
の
、
膨
大
な
量
の
申

し
送
り
を
受
け
ま
し
た
。
改
め
て

重
責
を
自
覚
す
る
と
と
も
に
、
誠

実
に
自
分
の
職
務
に
向
き
合
って
行

く
決
意
を
い
た
し
ま
し
た
。 

　
「
情
報
」や「
病
院
経
営
」分
野
に

つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
も
強
く
関
わ
っ

て
き
た
た
め
、そ
れ
な
り
に
熟
知
し

て
い
る
つ
も
り
で
す
が
、「
総
務
」と

い
う
任
は
こ
れ
ま
で
直
接
的
に
担

当
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
走

り
出
し
て
実
感
し
て
い
る
の
は
、
大

学
の
す
べ
て
の
分
野
に
か
か
わ
る
と

い
う
こ
と
。「
総
務
」が
秋
田
大
学

に
数
あ
る「
部
際
」の
接
着
剤
的
な

存
在
で
あ
る
こ
と
で
す
。
本
学
が

社
会
か
ら
の
信
頼
を
得
て
、
秋
田

県
唯
一の
国
立
大
学
法
人
と
し
て
地

域
に
存
在
感
を
示
し
て
い
く
た
め

に
、
総
務
担
当
と
し
て
学
長
を
支

え
、
自
分
に
で
き
る
こ
と
、
自
分
が

す
べ
き
こ
と
を
精
査
し
つ
つ
、
し
か

る
べ
き
速
度
で
歩
ん
で
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
学
生
を
支
え
、

教
職
員
全
て
が
安
心
し
て
働
く
こ

と
の
で
き
る
職
場
を
み
な
さ
ま
と一

緒
に
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
ご
助
言
、ご
助
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

〈略歴〉
昭和
平成
平成
平成
平成
平成
平成

平成

平成
平成
平成
平成
平成

47年
3年

13年
15年
16年
18年
20年

21年

24年
26年
27年
28年
28年

3月
4月
4月
4月

10月
4月
4月

10月

4月
4月

12月
1月
4月

資生堂山形販売株式会社　入社
株式会社ディシラ東日本営業本部出向
　同　　　　営業部長
　同　　　　営業本部長
資生堂販売株式会社宇都宮支社　支社長
　同　　　　近畿支社大阪支店　支店長
株式会社ディシラ本部出向　
全国営業本部長
株式会社資生堂国際マーケティング部
美容企画推進室長
　同　　　　執行役員就任
　同　　　　執行役員常務就任
　同　　　　執行役員常務退任 
　同　　　　顧問就任
秋田大学理事（企画担当）〈非常勤〉

　

私
は
、平
成
27
年
度
に
発
生
し

た「
平
成
26
年
度
決
算
に
お
け
る

不
適
切
な
会
計
処
理
」の
関
係
で

平
成
27
年
12
月
１
日
か
ら
現
職

に
就
任
し
、
平
成
27
年
度
決
算

処
理
と
不
適
切
処
理
の
修
正
を

対
応
し
、
適
切
な
会
計
処
理
と

健
全
な
大
学
運
営
を
目
指
し
て
、

財
政
面
で
秋
田
大
学
を
支
え
ま

す
。
ま
た
、
平
成
26
年
度
の
組

織
改
革
に
よ
り
国
際
資
源
学
部
、

教
育
文
化
学
部
、
医
学
部
、
理

工
学
部
の
４
学
部
体
制
に
、
更
に
、

平
成
28
年
度
か
ら
大
学
院
を
国

際
資
源
学
研
究
科
、
教
育
学
研

究
科
、医
学
系
研
究
科
、理
工
学

研
究
科
の
４
研
究
科
体
制
に
再

編
し
た
こ
と
に
伴
う
教
育
・
研
究

面
で
の
施
設・環
境
の
整
備・充
実

を
図
る
こ
と
が
喫
緊
の
課
題
で

す
。
特
に
、
財
政
面
で
は
、
国
の

厳
し
い
財
政
状
況
の
影
響
を
受

け
、国
か
ら
交
付
さ
れ
る
運
営
費

交
付
金
も
年
々
厳
し
さ
を
増
し

て
き
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
苦
し
い
時
に
、
如
何
に
知

恵
を
出
し
、
如
何
に
対
応
す
る
の

か
、
新
執
行
部
の一
員
と
し
て
秋

田
大
学
が
直
面
す
る
課
題
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
「
民
間
人
」の
理
事
と
し
て
平

成
28
年
４
月
か
ら
就
任
い
た
し

ま
し
た
。
私
は
、
美
容
部
員
と
し

て
資
生
堂
に
入
社
し
、
そ
の
後

42
年
の
間
に
結
婚
、
出
産
、
子
育

て
、
そ
し
て
親
の
介
護
を
経
験
し

な
が
ら
、
営
業
職
、
事
業
所
責
任

者
、国
際
事
業
部
、執
行
役
員
と

様
々
な
業
務
に
携
わ
ら
せ
て
頂
き

ま
し
た
。

　

仕
事
上
の
信
念
は『
私
の
第

一
評
価
者
は
お
客
さ
ま
』で
す
。

１
４
０
年
以
上
の
歴
史
を
持
つ
企

業
文
化
に
触
れ
、直
接
お
客
さ
ま

と
接
客
し
て
体
得
し
た
私
の
哲

学
で
す
。
お
客
さ
ま
の
信
頼
を
獲

得
し
続
け
る
こ
と
が
企
業
の
持

続
的
な
成
長
に
必
要
不
可
欠
な

要
件
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

　

教
育
機
関
に
携
わ
る
の
は
初
め

て
で
す
が
、こ
れ
ま
で
民
間
企
業

に
お
い
て
培
っ
た
ス
キ
ル
と
執
行

役
員
常
務
と
し
て
経
営
に
関
わ
っ

た
経
験
は
、
大
学
運
営
に
も
生

か
さ
れ
る
点
が
多
い
と
受
け
止
め

て
お
り
ま
す
。
山
本
学
長
の
も
と

「
全
て
は
学
生
の
た
め
に
」を
実

現
す
べ
く「
企
画
」担
当
理
事
と

し
て
最
大
限
貢
献
し
て
参
り
た
い

と
存
じ
ま
す
。

地
の
創
生
を
通
じ
て
、
地
域
と
共
に
発
展
し
地
域
と
共
に
歩
む
と
い
う
存
立
の

理
念
を
掲
げ
る
秋
田
大
学
。
こ
の
春
か
ら
４
学
部（
国
際
資
源
学
部
、
教
育
文
化

学
部
、
医
学
部
、
理
工
学
部
）・
４
研
究
科（
国
際
資
源
学
研
究
科
、
教
育
学
研
究

科
、医
学
系
研
究
科
、理
工
学
研
究
科
）体
制
と
な
り
、総
合
的
な
教
育・研
究
体

制
を
よ
り
強
化
す
る
べ
く
、
平
成
28
年
４
月
に
就
任
し
た
山
本
文
雄
学
長
を
は

じ
め
役
員
に
今
後
の
意
気
込
み
を
聞
き
ま
し
た
。

理　事
（企画担当）〈非常勤〉

任期：平成28年4月1日～平成30年3月31日

関 根  近 子

理　事
（財務・施設・ 環境担当）

任期：平成28年4月1日～平成30年3月31日

金 城  正 浩

理　事
（総務・情報・病院経営担当）・副学長

任期：平成28年4月1日～平成30年3月31日

近 藤  克 幸

役員一覧
役　職　名 氏　　名

学　長 山 本 文 雄
理事（総務・情報・病院経営担当）・
副学長 近 藤 克 幸
理事（地方創生・研究担当）・
総括副学長 小 川 信 明
理事 （教育・学生・ 入試担当）・
副学長 四反田 素幸
理事（財務・施設・ 環境担当） 金 城 正 浩
理事（企画担当）〈非常勤〉 関 根 近 子
監　事 真 鍋 雅 文
監事〈非常勤〉 吉 岡　 順 子

監　事
任期：平成28年4月1日～平成32年8月31日

真 鍋  雅 文
〈略歴〉
昭和
平成
平成

平成

平成

平成
平成

平成
平成

56年
8年

12年

14年

18年

19年
22年

28年
28年

4月
4月
4月

4月

4月

4月
4月

3月
4月

日産自動車株式会社　入社
　同　　      商品企画室主担
　同　　　　クロスカーライン
　　　　　　商品企画部主担
欧州日産（フランス）
クロスカーライン商品企画部部長
日産自動車株式会社
マーケティング本部商品企画部部長
　同　　　　日本商品企画室室長
東風汽車有限公司（中国）副総裁 
兼 鄭州日産副董事長
　同　　　　退社
秋田大学監事

監　事〈非常勤〉
任期：平成28年4月1日～平成32年8月31日

吉 岡  順 子
〈略歴〉
平成

平成

平成
平成

平成

平成

1年

5年

19年
20年

25年

28年

10月

3月

7月
8月

6月

2月

中央新光監査法人
（みすず監査法人）入所
公認会計士登録・
公認会計士吉岡順子事務所開設
みすず監査法人退所
税理士登録・
吉岡順子税理士事務所開設
日本公認会計士協会東北会常任幹事
日本公認会計士協会
東北会秋田県会会長
秋田大学監事〈非常勤〉

〈略歴〉
平成
平成
平成

平成

平成
平成
平成

8年
14年
14年

20年

25年
27年
28年

6月
6月
6月

5月

7月
4月
4月

秋田大学医学部附属病院助手
　同　　教授
　同　　医療情報部長
　　　　（～平成 28 年3月31日）
　同　　学長補佐（企画担当）
　　　　（～平成 21年5月15日）
　同　　大学院医学系研究科教授
　同　　情報統括センター長
　同　　理事
　　　　（総務・情報・病院経営担当）・
　　　　副学長

〈略歴〉
昭和
昭和
平成

平成

平成
平成
平成
平成
平成

平成

54年
62年
11年

13年

14年
17年
20年
23年
25年

27年

4月
11月
9月

4月

4月
4月

12月
4月
4月

12月

東京医科歯科大学
文部省
メディア教育開発センター
管理部会計課長
文部科学省大臣官房会計課
政府調達専門官
京都大学経理部主計課長 
文部科学省大臣官房会計課宿舎専門官
高知大学財務部長
九州大学病院事務部長　
独立行政法人国立大学財務・
経営センター総務部長　
秋田大学理事（財務・施設・環境担当）　

特 集
「
学
生
第
一
」に
次
代
を
担
う
学
生
を
育
成

皆
の
力
で
誇
れ
る
大
学
づ
く
り
を

山 本  文 雄
学　　長

任期：平成28年4月1日～平成32年3月31日

〈略歴〉
昭和
昭和
昭和
昭和
平成
平成
平成
平成

平成
平成

平成

54年
55年
56年
58年
10年
21年
24年
24年

25年
26年

28年

7月
10月
3月
5月
9月
4月
4月
7月

4月
4月

4月

鳥取大学医学部助手
国立療養所松江病院厚生技官
鳥取大学医学部附属病院助手
国立循環器病センター厚生技官
秋田大学医学部教授
　同　　大学院医学系研究科教授
　同　　教育研究評議会評議員（～平成 25 年3月31日）
　同　　学長補佐（病院機能拡充担当）
　　　　( ～平成 25 年3月31日）
　同　　副学長（国際戦略担当）（～平成 26 年3月31日）
　同　　理事（研究・国際・産学連携・情報担当）・
　　　　副学長（～平成 28 年3月31日）
　同　　学長
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3
MARCH

2
FEBRUARY

1
JANUARY

12
DECEMBER

11
NOVEMBER

10
OCTOBER

秋大キャンパスライフ秋大キャンパスライフ

　秋田大学では、1年を通して様々なイベントが行われます。地域に根差した秋田大学
ならではのものや、学生主導で行われるもののほか、ここに掲載していないイベント
もありますので、楽しみにしてください。また、秋田県内にも四季折々の行事や豊かな
自然を感じる観光名所がもりだくさんです。秋大キャンパスで過ごすかけがえのない
日々が充実したものとなるよう、積極的に参加してみてください。

秋大キャンパスライフ●秋田大学祭・
　秋田大学ホームカミングデー

「秋田大学祭」は、各学部間の交流、また学生と教職員や
一般市民との交流を深めることを目的として毎年実施し、
学内外を問わず親しまれています。秋田大美人に相応し
い女性を選ぶミスコンテスト、学生サークル・部活動が行
うライブや模擬店など様々なイベントでキャンパスが賑
わいます。また、秋田大
学卒業生を対象にした

「秋田大学ホームカミ
ングデー」も同時開催
し、卒業生の憩いの場
となっています。

〈秋の紅葉〉
毎年10月末頃キャンパスが色
づきはじめます。また、秋田県
内には仙北市の抱き返り渓谷
をはじめとする、様々な紅葉
の名所がありますので、ぜひ
ひと足伸ばしてみてください。

抱き返り渓谷

角館

〈秋田竿燈まつり〉
国の重要無形民俗文化財に指
定されている東北三大祭りの一
つで、例年270本以上の竿燈が
出竿し、期間中の来場者数も約
130万人を数える、秋田の夏を
代表する行事として親しまれて
います。秋田大学教職員らで構
成する秋田大学竿燈会も昭和
46年の初出場以来、連続出場し
ています。

〈春の桜〉
毎年ゴールデンウィークの頃、
キャンパスの桜が満開になりま
す。また、秋田県内には仙北市
角館にある桧木内川堤のソメイ
ヨシノや武家屋敷のシダレザク
ラをはじめとする、様々な桜の
名所があります。皆さん、ぜひ
ひと足伸ばして訪れてみてくだ
さい。

〈全国花火競技会「大曲の花火」〉
毎年8月の第4土曜日に大仙市大曲で日本最高峰である
全国花火競技大会が行われます。大会の目玉として盛り
上がる「大会提供花火」はテーマに沿った音楽と花火で

大勢の観客を魅了
しています。また、
日本で唯一の昼花
火競技会が行われ、
色のついた煙が空
に鮮やかな模様を
描くのを見られる
のも楽しみです。

9
SEPTEMBER

8
AUGUST

7
JULY

6
JUNE

5
MAY

4
APRIL

●卒業式
学部と大学院の卒業生が社会への第一歩を踏み出
します。式の終了後、会場の外では、卒業生がサー
クルの後輩や保護者などから祝福を受け、記念撮
影や胴上げを行います。

●全学駅伝競走大会
学生同士や、学生と教職員、一般市民団体との交流
を深め、スポーツ精神を養うことも目的に、例年男
女合わせて30チーム
ほどが健脚を競って
います。応援も含め
て秋田大学全体が熱
狂する伝統行事です。

●秋田大学地域交流朝市
秋田大学と連携協定を締結している自治体の
特産品販売、学生サークル・部活動の催しなどを
通じて大学の近くにお住まいの方々が気軽に大
学を訪れる機会とす
ることや、参加自治
体の理解促進や特産
品の販路拡大につな
げることを目的に開
催しています。当日
は朝から地域の方々
で賑わいます。

●イルミネーション
街づくりの一環として夜の学園街を生き生きとし
た魅力的な場に変え、学生だけではなく地域住民
の方々にも秋田大学に
親しんでもらえるよう
にとの願いを込め、イ
ルミネーションの点灯
を実施しています。冬
の夜を明るく照らすイ
ルミネーションで手形
キャンパスは幻想的な
雰囲気に包まれます。

●子ども見学デー
毎年夏休みに、小学生とその保護者の方を対
象にした「秋田大学子ども見学デー」を実施し
ています。普段なかなか見る機会のない研究
室や実験室、図書館などを見学できるほか、楽
しくワクワクする
体験を学生・教職
員たちが準備し
て皆さんをお待
ちしています。

●今日歩大会
男鹿半島の寒風山を午後9時に出発して、大学ま
で約40キロの道のりを走（踏）破するもので、例年
学生・教職員及び一般市民など総勢500人ほどが
参加して行われる、秋田大学の名物行事です。

●東北地区大学体育大会
5～11月にかけて行われる東北地区の国・公・
私立大学による体育大会で、様々な競技が行
われます。

●入学式
学部と大学院の新入生が一堂に会し、入学式を
行います。式の終了後、会場の外では学生サー
クル・部活動の先輩たちが新入生の勧誘を行
い、賑わいます。

●オープンキャンパス
手形・本道の両キャンパスを舞台に、各学部の説明
会や模擬授業、秋大生による研究室紹介など、秋
田大学での学びの魅力を伝えるオープンキャンパ
スを毎年開催しています。秋大生によるキャンパス
ツアーや学生サークルの活動紹介、学食体験など
も併せて行い、来場
者の皆さんへ秋田
大 学 のキャンパス
ライフを 実 感して
いただいています。

S P R I N G

S U M M E R

A U T U M N

夏　季　休　業冬　季　休　業春　季　休　業

ひと足
伸ばして

ひと足
伸ばして

北秋田

角館
仙北

大館

横手

大仙

秋田

男鹿

なまはげ柴灯まつり

男鹿なまはげ分校
秋田大学

横手分校

北秋田分校

秋田県

秋田竿燈まつり

大曲の花火

桜並木

抱き返り渓谷

横手のかまくら

秋田犬発祥の地

〈横手のかまくら〉
「かまくら」は、水神様を祀る横手市の小
正月行事です。「はいってたんせ（かまくら
に入ってください）」「おがんでたんせ（水
神様を拝んでく
ださい）」と子供
たちが中から声
を掛け、甘酒や
おもちがふるま
われます。

W I N T E R

〈なまはげ柴灯まつり〉
男鹿市北浦の真山神社で行われる男鹿の冬を
代表する冬祭りとして、毎年2月の第2金･土･日
曜日の3日間開催される“みちのく五大雪まつ
り”の一つです。この祭りは神事「柴灯祭(さい
とうさい)」と民俗行事「なまはげ」を組み合わせ
た冬の観光行事で、真山神社境内に焚き上げら
れた柴灯火のもとで繰り広げられる勇壮で迫
力あるナマハゲの乱舞は見る人を魅了します。
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秋
田
大
学
と
秋
田
県
立
大
学
、

秋
田
工
業
高
等
専
門
学
校
が
協

働
で
取
り
組
む「
地（
知
）の
拠
点

大
学
に
よ
る
地
方
創
生
推
進
事

業（
C
O
C
プ
ラ
ス
）」の
一
環
と

し
て
、学
生
の
地
元
定
着
促
進
を

話
し
合
う「
キ
ッ
ク
オ
フ
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
」を
２
月
６
日
、秋
田
市
の

文
化
会
館
で
開
催
し
ま
し
た
。こ

の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
学
生
や
研

究
者
、一
般
市
民
ら
４
０
０
人
が

参
加
。基
調
講
演
で
は
石
破
茂
地

方
創
生
担
当
大
臣
が「
『
知
』の
拠

点
で
あ
る
大
学
な
ど
高
等
教
育

機
関
が
行
政
や
民
間
企
業
と
連

携
し
、地
域
創
生
の
実
現
に
向
け

た
知
恵
を
出
し
て
ほ
し
い
」と
呼

び
掛
け
ま
し
た
。

　

石
破
氏
は
講
演
の
中
で「
秋
田

の
こ
と
は
、永
田
町
や
霞
ヶ
関
で

は
な
く
、秋
田
の
人
た
ち
が
一
番

分
か
っ
て
い
る
。地
方
の
大
学
は

行
政
、地
域
と
の
結
び
つ
き
が
強

い
。地
方
創
生
の
議
論
の
中
心
で

あ
る
べ
き
だ
」と
強
調
。
県
内
就

職
者
へ
の
奨
学
金
返
還
助
成
な
ど

に
つ
い
て
も
触
れ
、「
大
学
は
、学

生
が
地
元
に
定
着
で
き
る
よ
う
、

商
工
団
体
と
の
連
携
を
深
め
て
ほ

し
い
」と
述
べ
ま
し
た
。

　

石
破
氏
の
講
演
後
、秋
田
県
立

大
の
小
間
篤
学
長
を
メ
ー
ン
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
、若
者
の
地
元

定
着
を
テ
ー
マ
に
し
た
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
も
行
わ
れ
ま

し
た
。
佐
竹
敬
久
秋
田
県
知
事
、

三
浦
廣
巳
秋
田
商
工
会
議
所
会

頭
、湊
屋
隆
夫
秋
田
銀
行
頭
取
、

斉
藤
永
吉
北
都
銀
行
頭
取
の
４

氏
が
取
り
組
み
を
紹
介
。
４
氏

は「
地
域
活
性
化
の
た
め
に
大
学

の
力
が
必
要
」（
佐
竹
氏
）、「
秋
田

に
は
魅
力
あ
る
企
業
が
多
い
。商

議
所
と
し
て
今
後
は
情
報
発
信

に
力
を
入
れ
た
い
」（
三
浦
氏
）、

「
『
秋
田
お
ら
ほ
学
』の
創
設
、イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
充
実
な
ど
を

通
じ
て
、学
生
に
秋
田
の
魅
力
を

知
っ
て
も
ら
い
た
い
」（
湊
屋
氏
）、

「
さ
ら
に
魅
力
あ
ふ
れ
る
産
業
を

創
出
し
、地
元
企
業
と
大
学
の
連

携
を
深
め
る
こ
と
が
大
切
」（
斉

藤
氏
）と
、そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら

提
言
を
行
い
ま
し
た
。

　

秋
田
大
学
は
今
後
、C
O
C
プ

ラ
ス
大
学（
事
業
責
任
大
学
）と

し
て
、参
加
校
で
あ
る
秋
田
県
立

大
、秋
田
工
業
高
等
専
門
学
校
と

さ
ら
に
連
携
を
深
め
、「
秋
田
の
た

め
に
頑
張
ろ
う
」と
い
う
学
生
を

一
人
で
も
多
く
増
や
し
、こ
れ
を

通
じ
て
地
域
と
の
絆
を
強
く
す

る
た
め
に
、▽
地
域
へ
の
理
解
を

深
め
る「
秋
田
お
ら
ほ
学
」の
創
出

▽
地
元
企
業
群
と
協
力
し
て
の

就
業
支
援・若
者
定
着
▽「
ふ
る
さ

と
秋
田
の
魅
力
形
成
モ
デ
ル
づ
く

り
」の
各
事
業
を
積
極
的
に
展
開

す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

秋
田
大
学
大
学
院
工
学
資
源

学
研
究
科
附
属
も
の
づ
く
り
創

造
工
学
セ
ン
タ
ー
で
は
、
学
生
が

自
主
的
に
考
え
活
動
す
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
支
援
活
動
を
行
っ
て

お
り
、平
成
26
年
度
か
ら
文
部
科

学
省
特
別
経
費
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と

し
て
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
「
平
成
27
年
度
学
生
自
主
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
成
果
報
告
会
」が
3
月

3
日
に
開
催
さ
れ
、15
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
成
果
報
告
を
行
い
ま
し

た
。ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
ロ
ケ
ッ
ト
打
ち

上
げ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
、シ
ュ
ウ
ダ

イW
A

X

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、雪
国
秋

田
を
彩
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ

ピ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、KA

JIY
A

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
理
工
学
部
の

学
生
が
中
心
と
な
っ
た
技
術
を
活

用
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
加
え
、

教
育
文
化
学
部
の
学
生
ら
が
中

心
と
な
り
、〈
あ
き
た
こ
も・
ち
〉と

い
う
製
品
群
の
た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
、能
代
山
本
地
域
再
生
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
、米
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
な
ど
、地
域
課
題
の
解
決
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
も
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、神
谷
修
セ
ン
タ
ー
長

に
よ
る
講
演
が
行
わ
れ
、「
も
の
づ

く
り
は
、大
学
で
個
々
に
学
ん
だ

学
問
を
ひ
と
ま
と
め
に
し
て
活

用
す
る
た
め
の
統
合
能
力
を
鍛

え
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、今
回
実

施
し
た
学
生
自
主
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
実
社
会
に
存
在
す
る
課
題
解

決
に
対
応
す
る
高
次
ア
ク
テ
ィ
ブ

ラ
ー
ニ
ン
グ
と
し
て
、
単
な
る
も

の
づ
く
り
以
上
に
課
題
発
見
・
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
・
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
・
渉
外
等
の
様
々
な
能
力
を
身

に
つ
け
ら
れ
る
も
の
。学
生
の
皆

さ
ん
は
今
回
の
取
り
組
み
を
通

じ
て
得
た
知
見
を
実
社
会
に
お
い

て
も
ぜ
ひ
活
か
し
て
ほ
し
い
」と

話
し
ま
し
た
。

　

各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
た

学
生
に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
発
表
の
ほ
か
、ポ
ス
タ
ー
発
表

や
成
果
物
の
展
示
、試
食
や
テ
ス

タ
ー
も
行
わ
れ
、出
席
し
た
教
職

員
に
よ
る
審
査
の
結
果
、最
優
秀

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は「
米
づ
く
り
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」が
選
ば
れ
ま
し
た
。

ニュース&トピックスニュース&トピックス

　

1
月
20
日
、地
域
貢
献
の
取
り

組
み
の
一
つ
と
し
て
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
の
一
端
を
担
う「
お
ら

ほ
の
暮
ら
し
の
保
健
室
in
秋
田

大
学
」を
、
秋
田
大
学
医
学
部
及

び
附
属
病
院
の
あ
る
本
道
キ
ャ
ン

パ
ス
内
に
開
設
し
ま
し
た
。

　
「
暮
ら
し
の
保
健
室
」は
、隣
接

す
る
附
属
病
院
の
患
者
さ
ん
や

地
域
の
高
齢
者
、子
育
て
世
代
ら

に
開
放
し
、常
駐
す
る
看
護
師
や

保
健
師
な
ど
の
専
門
職
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
や
一
般
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
、

病
気
や
介
護
、育
児
な
ど
の
相
談

に
無
料
で
応
じ
ま
す
。こ
の
施
設

は
、イ
ギ
リ
ス
各
地
に
あ
る
が
ん

患
者
ら
の
た
め
の
支
援
機
関「
マ

ギ
ー
ズ
・
キ
ャ
ン
サ
ー
・
ケ
ア
リ
ン

グ
・
セ
ン
タ
ー
」を
モ
デ
ル
と
し
て

お
り
、日
本
で
も
こ
の
取
り
組
み

を
参
考
に
し
た「
暮
ら
し
の
保
健

室
」が
各
地
に
開
設
さ
れ
て
い
ま

す
が
、国
立
大
学
で
は
初
の
取
り

組
み
と
な
り
ま
す
。

　

開
設
に
伴
い
実
施
し
た
看
板

上
掲
式
で
は
、
伊
藤
宏
医
学
系

研
究
科
長
が「
患
者
さ
ん
や
近

隣
住
民
の
ケ
ア
活
動
に
活
発
に

取
り
組
み
、
地
域
貢
献
を
し
て

い
き
た
い
」と
挨
拶
。ま
た
、中
村

順
子
地
域
包
括
ケ
ア
・
介
護
予
防

研
修
セ
ン
タ
ー
長
は「
受
診
後
に

立
ち
寄
っ
て
気
持
ち
を
整
理
し

て
も
ら
っ
た
り
、健
康
に
関
す
る

ち
ょ
っ
と
し
た
疑
問
を
相
談
で
き

る
場
所
。お
茶
を
飲
ん
で
話
を
す

る
だ
け
で
も
い
い
。
悩
み
の
あ
る

人
が
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
場
所

に
し
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

※
お
ら
ほ（
＝
秋
田
の
方
言
で「
私

の
住
ん
で
い
る
と
こ
ろ
」の
意
）

　

秋
田
大
学
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
い
ぶ

り
が
っ
こ「
い
ぶ
り
ば
で
ぃ
」と
は
、

秋
田
大
学
生
が
秋
田
県
横
手
市

山
内
三
又
地
区
と
協
力
し
て
作

成
し
て
い
る
い
ぶ
り
が
っ
こ（
秋
田

の
伝
統
的
な
漬
物
。大
根
を
燻
し

て
作
る
）で
す
。こ
の
活
動
は「
い

ぶ
り
ば
で
ぃ
」作
り
や
販
売
を
通

じ
て
生
産
者
の
想
い
を
感
じ
取

り
、特
産
品
を
用
い
て「
地
域
の
良

さ
」を
体
験
し
、そ
れ
を
発
信
す

る
た
め
に
行
っ
て
お
り
、平
成
21

年
度
か
ら
始
ま
り
平
成
27
年
度

で
7
年
目
と
な
り
ま
す
。商
品
名

は
山
内
地
区
の
農
家
の
方
々
、横

手
市
の
方
々
、そ
し
て
学
生
が
協

力
し
て〈
み
ん
な
で
〉作
っ
た
と
い

う
意
味
の〈everybody

〉と〈
い

ぶ
り
が
っ
こ
〉の〈
い
ぶ
り
〉を
か
け

て
、「
い
ぶ
り
ば
で
ぃ
」と
命
名
し

ま
し
た
。

　

1
月
23
日
、教
育
文
化
学
部
、

医
学
部
の
学
生
計
8
名
が「
い
ぶ

り
ば
で
ぃ
」づ
く
り
に
お
け
る
い

ぶ
り
が
っ
こ
の
樽
開
け
・
製
品
化

作
業
を
行
い
ま
し
た
。山
内
地
区

は
例
年
に
比
べ
て
積
雪
量
は
少
な

か
っ
た
も
の
の
、
厳
し
い
寒
さ
の

中
、平
成
27
年
10
月
に
漬
込
ん
だ

い
ぶ
り
が
っ
こ
を
取
り
出
す
と
こ

ろ
か
ら
作
業
に
取
り
か
か
り
ま

し
た
。取
り
出
し
た
大
根
を
洗
っ

て
ひ
げ
根
を
取
っ
た
後
、ス
ラ
イ

ス
さ
れ
た
い
ぶ
り
が
っ
こ
を
丁
寧

に
パ
ッ
ク
に
詰
め
て
真
空
化
し
、

熱
湯
で
滅
菌
処
理
を
行
う
一
連
の

作
業
を
一
日
か
け
て
体
験
し
ま
し

た
。
昼
に
は
、
樽
か
ら
取
り
出
し

た
ば
か
り
の
い
ぶ
り
が
っ
こ
の
試

食
会
も
行
わ
れ
、そ
の
美
味
し
さ

に
学
生
た
ち
が
笑
顔
を
見
せ
る

中
、8
月
の
種
ま
き
か
ら
始
ま
っ

た
作
業
を
思
い
返
し
な
が
ら
、製

品
化
ま
で
に
は
生
産
者
の
多
大

な
手
間
が
か
か
っ
て
い
る
と
い
う

こ
と
を
実
感
し
て
い
ま
し
た
。

　

秋
田
大
学
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
い
ぶ

り
が
っ
こ「
い
ぶ
り
ば
で
ぃ
」は
秋

田
市
内
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

「
グ
ラ
ン
マ
ー
ト
」を
は
じ
め
と
す

る
株
式
会
社
タ
カ
ヤ
ナ
ギ
系
列

各
店
で
販
売
し
て
い
ま
す
。
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JA
N

U
A

RY

お
ら
ほ
の
暮
ら
し
の
保
健
室
in
秋
田
大
学

FEBRU
A

RY

「
地（
知
）の
拠
点
大
学
に
よ
る

地
方
創
生
推
進
事
業（
C
O
C
プ
ラ
ス
）」

キ
ッ
ク
オ
フ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

M
A

RC
H

平
成
27
年
度

学
生
自
主
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
成
果
発
表
会

秋
田
大
学
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
い
ぶ
り
が
っ
こ

「
い
ぶ
り
ば
で
ぃ
」樽
開
け・製
品
化
作
業

協力農家の方々との記念撮影

左から伊藤医学系研究科長、中村センター長、兒玉保健学専攻長

　

秋
田
大
学
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
い

ぶ
り
が
っ
こ「
い
ぶ
り
ば
で
ぃ
」

作
り
の
師
匠
で
、い
つ
も
愛
情

た
っ
ぷ
り
に
学
生
た
ち
へ
ご
指

導
く
だ
さ
っ
た
横
手
市
農
家
の

髙
𣘺
登
さ
ん
が
平
成
27
年
12

月
25
日
に
急
逝
さ
れ
ま
し
た
。

髙
𣘺
さ
ん
に
は
い
ぶ
り
が
っ
こ

作
り
だ
け
で
は
な
く
、過
疎
化

が
進
む
横
手
市
山
内
三
又
地

区
の
歴
史
や
文
化
、農
業
の
こ

と
な
ど
、大
学
で
は
な
か
な
か

学
ぶ
こ
と
の
で
き
な
い
こ
と
を

学
生
た
ち
に
た
く
さ
ん
教
え
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。大
変
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。こ
こ
に
謹

ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。

髙
𣘺
さ
ん
の
遺
志
を
継
い
で
、

ご
子
息
の
暁
さ
ん
と
奥
様
の
篤

子
さ
ん
に
引
き
続
き
ご
指
導
い

た
だ
き
な
が
ら
、秋
田
大
学
で

は
地
域
交
流
と
学
生
の
キ
ャ
リ

ア
形
成
の
両
面
か
ら
い
ぶ
り
ば

で
ぃ
の
取
り
組
み
を
今
後
も
続

け
て
ま
い
り
ま
す
。

取り出した「いぶりばでぃ」の洗浄 樽開け作業

1
3

政財界トップがそれぞれの立場から意見を述べた 「大学は知恵を」と訴える石破大臣

参加した大学生からもパネリストに質問が相次いだシンポジウムの最後に行われた秋田大学生サークルの演舞

プロジェクトの説明をする学生

神谷センター長による講演

表彰式の様子ポスター発表の様子

追　

悼

い
ぶ
り
ば
で
ぃ
指
導
者　

髙
𣘺
登
さ
ん（
享
年
66
歳
）

2 木目調のテーブルやイス、低めの書棚を配置し、
温かみのある雰囲気を心掛けている保健室

67



　秋田大学は、多くの皆様からご協力いただいた「秋田大学教
育研究支援基金」を引き継ぎ、平成26年11月に「秋田大学みらい
創造基金」を創設いたしました。
　この基金は、全学的な事業を支援する「一般基金」と、使途を
特定した「特定基金」で構成され、現在、企業・団体や個人の皆
様など多くの方々にご支援をいただいております。この基金は、
教育・研究による社会への貢献という本学の使命を果たすため
の大きな支えとなっており、今後一層の拡充を図りながら、有
効に活用させていただきます。

〈ご寄附のお願い〉 ●個人の方 ： 一口 1,000円
 ●法人の方 ： 一口 10,000円
　この基金の趣旨をご理解いただき、なにとぞ複数口のご協力をお願いいたします。
　また、継続的なご寄附もお待ちしております。寄附者様のご都合に合わせた寄附
方法・金額の設定が可能ですので、詳細は基金事務室へお問い合わせください。

〈ご寄附の方法〉
●振込によるご寄附　●クレジットカードによるご寄附
●古本募金によるご寄附　●遺贈によるご寄附
　寄附のお申し込み、詳細につきましては、秋田大学公式ホームページをご覧いた
だくか、基金事務室までお問い合わせください。

秋田大学みらい創造基金
ご協力をお願い申し上げます。

〈お申し込み・お問い合わせ先〉
秋田大学みらい創造基金事務室 
〒010-8502
秋田市手形学園町1番1号
☎018-889-3266 （総務企画課内）
k ik in@j imu.ak i ta -u.ac. jp

秋田大学みらい創造基金は秋田大学公式ホームページからお申し込みいただけます。
（http://www.akita-u.ac.jp/honbu/ed_fund/index.html）

一般基金
教育の質の向上及び研究の推進支援

横断的な教育・研究プロジェクトへの支援、次世
代の研究を担う研究者の学際的・国際的な活動
への支援、男女共同参画への支援等を行います。

卒業生・産業界等との連携支援
ホームカミングデー等同窓生が相互に連携できる
活動を支援します。秋田大学の教育研究環境を活
用し、多くの企業と共同で行う活動を支援します。

学生への奨学金等支援
学生、留学生への経済的支援、学生・団体への
課外活動支援、教育文化学部附属学校園の活
動支援を行います。

学部等への支援
学部・大学院等の教育研究の充実のため、機器、
学術図書・雑誌等の充実・整備を図ります。

教職員・学生等の国際化・文化・社会活動等支援
秋田大学が持つ人的・物的資源を活用し、国
際社会・地域社会で多様な形で行われる活
動を支援します。

施設・環境整備の充実
教育研究環境をより発展的なものとするため、
校舎や図書館、グランドなどの改修や整備を行
い、キャンパス環境を充実させます。

1

2

3

4

5

6

特定基金
病院寄附金

教育文化学部寄附金

理工学部寄附金

国際資源学部寄附金

医学部寄附金

イベント&講座・講習会
催し物
秋田大学　鉱山絵図・絵巻
デジタルギャラリー公開記念
平成28年度 
附属図書館・鉱業博物館企画展
「デジタル画像による鉱山再発見」

秋田大学所蔵の秋田と佐渡の鉱山絵図・絵巻を原本と
デジタルギャラリーの高精細画像で鑑賞していただけ
ます。
●4月20日（水）～6月20日（月）9:00～16:00
●鉱業博物館
●入館料／
　大人100円、
　高校生以下無料
☎018-889-2461
　（鉱業博物館）

----------------------------------------------------------------

第1回就職ガイダンス
就職活動に臨む学生に、これからの進め方について伝
えるガイダンスです。
●4月21日（木）16:10～17:40

●一般教育棟2階203

●対象／学部1～3年次、大学院1年次
●参加無料
☎018-889-2262（就職推進課）

----------------------------------------------------------------

----------------------------------------------------------------

ジョブ・フェアー（企業合同説明会）
秋田大学の学生と秋田県内外79社とのマッチング機
会として開催します。
●4月24日（日）9:20～16:30
●大学会館1階食堂ホール
●対象／学部4年次、大学院2年次、既卒3年以内の方
●参加無料
☎018-889-2262（就職推進課）

----------------------------------------------------------------

秋田大学教育文化学部
天文台イベント
天文サイエンスカフェや大学教職員による天文講演
会、45cm反射望遠鏡を使った夜間天体観察会を実施
します。
●5月7日（土）17:30～20:00
●6月4日（土）18:00～20:30
●7月2日（土）18:00～20:30
●教育文化学部3号館3階301地学実験室ほか
●対象／一般市民
　　　　（夜間観察会は中学生以下は保護者同伴）
●参加費／夜間観察会は保険料1人50円
☎018-889-2655（教育文化学部地学研究室）

----------------------------------------------------------------

海外留学説明会
海外留学を考えている学生向けに、秋田大学交換留
学制度の説明、協定校の紹介、先輩による交換留学体
験発表のほか、短期留学及び官民協働留学支援制度の

「トビタテ！留学JAPAN」について説明します。
●5月11日（水）
●中央図書館2階研修室
●対象／学生
☎018-889-2258（国際課）

----------------------------------------------------------------

----------------------------------------------------------------

秋田大学地域交流朝市
秋田大学と連携協定を締結している自治体の特産品
を、秋田大学の学生が地域の方々と一緒に販売します。
●5月21日（土）8:00～10:30（売り切れ次第終了）
●手形キャンパス インフォメーションセンター前広場
●対象／どなたでも
●参加無料
☎018-889-3201（地方創生・研究推進課）

----------------------------------------------------------------

市民公開講座 「がんと向き合うために
～治療と暮らしを両立させるためのヒント～」
がんと向き合いながら、自分らしく暮らしていくため
に、就労支援の現状や経験談を通して、意見交換を行
います。
●6月26日（日）10:00～12:00
●秋田拠点センターアルヴェ2階多目的ホール
　（秋田市東通仲町4番1号）
●対象／どなたでも
●参加無料
☎018-884-6039（医事課医療サービス室）

----------------------------------------------------------------

オープンキャンパス2016
各学部についての説明や学食体験、在学生との交流企
画などを予定しています。プログラムの詳細と申し込
みについては、６月下旬に大学公式ホームページに掲
載します。
●7月30日（土） 【手形キャンパス】9:00～16:00
 【本道キャンパス】9:30～16:00
●手形キャンパス、本道キャンパス
●対象／高校生ほか
●参加無料
☎018-889-2256（入試課）

----------------------------------------------------------------

Event,Seminar,Workshops & Extension course
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〈寄附者ご芳名〉 この基金の趣旨にご賛同、ご協力いただきました皆様へ、心より感謝申し上げます。今後とも秋田大学の教育・研究活動等に対し、格段のご支援を賜りますようお願い申し上げます。

企業・
団体等

●株式会社秋田ケーブルテレビ　様
●秋田県厚生農業協同組合連合会　様
●秋田県高等学校ＰＴＡ連合会　様

●秋田市役所蕗学会（秋田大学教育学部・教育文化学部同窓会）　様
●秋田大学教育文化学部旭水会　様
●秋田大学生活協同組合　様

●秋田大学有志一同　様
●株式会社金圓　様

個　人

●秋山　典子　様
●秋山　みどり　様
●足立　房恵　様
●飯野　健二　様
●飯野　貴子　様
●石井　範子　様
●石川　栄子　様
●石川　庄一　様
●石川　慶紀　様
●石松　剛　様
●伊藤　真弓　様
●伊藤　慶郎　様
●井上　俊三　様

●上杉　澄江　様
●内山　文子　様
●内海　淳　様
●大高　麻衣子　様
●大場　由紀子　様
●大平　芳久　様
●小笠原　正剛　様
●奥山　順子　様
●小野　丈　様
●粕川　雄司　様
●加藤　恵里子　様
●金城　正浩　様
●鎌田　善友　様

●神谷　修　様
●喜多　隆三　様
●木村　誠　様
●工藤　由紀子　様
●栗田　寿　様
●小玉　恵子　様
●兒玉　英也　様
●小松田　敦　様
●小山　崇　様
●齊藤　英知　様
●坂谷　慶子　様
●佐々木　京子　様
●佐々木　盛　様

●佐々木　務　様
●佐々木　ひとみ　様
●佐々木　真紀子　様
●佐々木　良子　様
●佐藤　昭　様
●佐藤　一洋　様
●佐藤　健一　様
●佐藤　佐智子　様
●佐藤　滋　様
●佐藤　巧　様
●佐藤　峰善　様
●佐藤　祐一　様
●佐藤　佑樹　様

●佐藤　和奏　様
●佐野　正明　様
●澤田　賢一　様
●四反田　素幸　様
●柴田　健　様
●柴谷　徹　様
●澁谷　浩子　様
●嶋岡　智子　様
●島田　洋一　様
●新保　麻衣　様
●関　信輔　様
●高橋　勉　様
●髙山　賢路　様

●巽　司　様
●蓼沼　賢太郎　様
●田中　學　様
●千葉　到　様
●戸島　隆造　様
●冨谷　恵子　様
●長井　俊秀　様
●中村　美央　様
●中村　由美子　様
●名須川　泰策　様
●新山　喜嗣　様
●本田　耕平　様
●真壁　伸　様

●松本　拳弥　様
●三浦　廣巳　様
●宮腰　尚久　様
●茂木　睦仁　様
●森屋　みゆき　様
●山﨑　正和　様
●山田　晋　様
●山田　楼子　様
●山本　洋平　様
●横山　洋之　様
●米山　奈奈子　様
●若狭　幸　様
●渡邊　博之　様

他　匿名希望　48名様、2団体様　（延べ数） （平成27年12月～平成28年3月末入金分　申込順）

秋田大学　みらい 検 索


